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	 私たちは 1970年代から，核・原子力問題を分析し，研究発表並びに講演会を重
ねてきました．朝鮮半島における緊張と戦争の危険が高まっているいま，核・原子

力問題に取り組んできた者として，そして市民として，本声明を発表し，広く戦争

反対の行動を呼びかけます． 

	 現在，朝鮮半島における軍事的緊張の高まりにより第二次朝鮮戦争が危惧されて

います．朝鮮民主主義人民共和国（以下，北朝鮮と略）による核兵器やミサイルの

開発は，我が国，特に北部九州への脅威にとどまらず，東アジア全体の平和への脅

威です．しかし，北朝鮮を包囲する米軍，基地を提供する日本，米軍と一体となっ

て演習する自衛隊の行動もまた，同様に東アジア和平を脅かすものであり、両者は

挑発行動を自粛するべきだと考えます． 
	 北朝鮮政府関係の声明や米国大統領のツイッター等では，挑発的意見表明がなさ

れ，日本のマスコミは過剰に「危機」を演出しています．しかしながら，軍事的な

合理性が関係諸国の指導層に貫徹している限り，この「危機」が「有事」に進展す

る可能性は低く，冷静かつ沈着な対応が求められます． 

	 とはいえ，かかる米国の「抑止行為」が，北朝鮮の「捨て身の反撃」を誘発し，

核兵器の使用，ひいては，核戦争に進展するリスクが全くないともいえません．影

響の及ぶ範囲や予測される戦場が朝鮮半島に限られる保証もなく，日本や東南アジ

アが巻き込まれる危険性もあります． 
	 北朝鮮の「挑発」だけを非難し，2ヶ月にもわたる米韓合同軍事演習など米国側
の戦争準備行為を問題にしない我が国のメディアや国会の態度は一方的です．特定

の国家だけを一方的に「悪」とする言説は，戦争準備行為の一つと見なされます． 
	 4月末，日本政府は，海上自衛隊に米国艦船を防護する命令を出しました．米艦
が他国を威嚇する場合，海上自衛隊の米軍との一体行動は，「武力による威嚇」を

放棄した憲法９条に抵触する可能性も生じます． 

	 私たちは朝鮮半島における現在の危機は，軍事的手段でなく，以下に述べる平和

的手段によって解決するべきと考えます． 
	 第 1に，関係する国家の政府間交渉です．旧 6ヵ国協議の有効性には異論もあり
ますが，ローマ法王フランシスコが提案したように，旧 6ヵ国に，「調停国」とし
てノルウェーを加えることも検討に値するといえます． 
	 第 2に，政府間交渉だけではなく，われわれ市民も声をあげ，戦争防止のための
意見表明と具体的な意志表示や行動をとることです． 
	 第 3に，関連分野の科学者や技術者も，説得力ある提言をし，側面から，米朝両
国の緊張緩和や実効的解決のために積極的に行動することです．例えば，長崎大学

核兵器廃絶研究センターの提案「北東アジア非核兵器地帯設立への包括的アプロー

チ」（注 1）はその一例です． 

	 朝鮮半島の危機と戦争回避のために，多くの方の協力と行動とを呼びかけます．	

（注 1）http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp/dspace/bitstream/10069/35475/1/Proposal_J_original.pdf 


